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　３月10日に開会した平成21年第１回
あさぎり町議会定例会で愛甲町長が述
べた施政方針を抜粋・要約したものを
掲載しています。詳しくはあさぎり町
ホームページをご覧下さい。
（HP：http://www.asagiri-town.net/）

○
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

状
況

　

町
長
就
任
以
降
、
町
民
に
親
し

ま
れ
る
役
場
づ
く
り
、
行
政
経
費

の
コ
ス
ト
削
減
、
町
長
給
料
の
20

％
削
減
、
子
育
て
支
援
と
し
て
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
、
駅
前
開
発
事
業
の
方
向
性
の

決
定
、
企
業
誘
致
体
制
の
整
備
、

起
業
者
の
支
援
、
中
学
校
統
合
の

方
向
性
の
決
定
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

○
今
年
の
取
り
組
み

緊
急
雇
用
の
確
保
と
地
元
産
業
活
性
化

１
．
国
の
平
成
20
年
度
１
次
・
２
次
補
正

予
算
に
係
る
交
付
金
事
業
に
よ
り
、

平
成
20
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算
は
、

景
気
対
策
と
併
せ
て
産
業
再
生
に
向

け
た
基
盤
強
化
を
目
的
と
し
、
町
民

の
生
活
に
密
着
し
た
予
算
と
し
て
有

効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
雇
用
状
況
の
悪
化
も
重
要
な
課
題
と

し
て
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
町
の
対

策
と
し
て
は
、
職
業
紹
介
事
業
と
し

て
窓
口
を
設
置
し
実
施
中
で
す
が
、

国
の
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
や
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ

り
、
将
来
の
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る

雇
用
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

緊
急
・
臨
時
的
な
雇
用
の
確
保
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
．
生
産
年
齢
層
の
減
少
に
対
す
る
歯
止

め
対
策
と
し
て
、
農
林
商
工
連
携
へ

の
支
援
に
よ
る
各
分
野
の
活
性
化
を

促
し
、
農
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け

た
販
売
の
取
り
組
み
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
人
た
ち
と
連
携
を
強
化

し
、
地
域
産
業
と
し
て
の
確
立
と
交

流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
．
球
磨
人
吉
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
企
業
誘
致
連
絡
協
議
会

を
中
心
と
し
て
、
今
後
と
も
企
業
誘

致
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
増
進
・
生
き
が
い
づ
く
り

１
．
医
療
費
は
年
々
増
加
し
、
国
保
特
会

の
状
況
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
町
民
の
方
々
の
理
解
を
得

る
取
り
組
み
を
し
な
が
ら
今
後
の
対

応
策
を
検
討
し
、
医
療
費
削
減
の
た

め
、
健
診
体
制
の
強
化
、
受
診
率
向

上
等
幅
広
い
対
策
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
公
立
多
良
木
病
院

は
、
地
域
の
拠
点
医
療
機
関
と
し
て

の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
病
院
経
営
は
ま
す
ま
す

厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
く
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
構
成
町
村
と
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
病
院
経
営
の

健
全
維
持
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
町
民
の
方
々
が
生
涯
現
役
を
目
標
と

し
て
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
く

た
め
に
、
文
化
面
や
ス
ポ
ー
ツ
面
等

多
方
面
で
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
、快
適
な
ま
ち
づ
く
り

１
．
地
域
情
報
化
の
整
備
に
着
手
し
、
円

滑
な
運
用
体
制
の
整
備
も
併
せ
て
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

２
．
中
学
校
統
合
に
関
す
る
通
学
路
の
安

全
性
確
保
に
つ
い
て
は
、
優
先
的
に

歩
道
の
整
備
、
防
犯
灯
の
設
置
を
行

い
、
平
成
24
年
度
開
校
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

３
．
小
中
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
は
、
耐

震
診
断
を
行
う
と
と
も
に
補
強
が
必

要
な
校
舎
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
補

強
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

４
．
地
域
の
方
々
と
の
協
働
に
よ
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
等
へ
の
見
守
り
支
援

体
制
の
確
立
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た

体
制
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

  町民の方々と一緒になって
　  「元気の出るあさぎり町」を
　　　　 つくりあげるために

平成21年度施政方針
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子
育
て
支
援
環
境
の
充
実

１
．『
子
育
て
は
あ
さ
ぎ
り
町
で
』
と
い

え
る
子
育
て
環
境
の
整
備
を
行
う
た

め
、
小
学
校
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

の
無
料
化
助
成
等
支
援
策
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
更
に
、
保
護
者

の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
を
目
的
と
し
て
、
病
児
・
病
後
児

保
育
の
体
制
整
備
と
学
童
保
育
の
拡

充
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
安
心
し
て
妊
娠
出
産
が
で
き
る
よ

う
、
妊
娠
中
の
健
康
管
理
と
経
済
的

な
負
担
軽
減
の
た
め
、
妊
婦
健
診
の

公
費
負
担
回
数
の
拡
充
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

３
．
教
育
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
り
、
障

が
い
児
保
育
や
特
別
支
援
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
、
保
育
士
や
教
員
の

加
配
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
子

育
て
グ
ル
ー
プ
、
児
童
民
生
委
員
、

母
子
保
健
推
進
員
と
の
連
携
に
よ
る

子
ど
も
見
守
り
体
制
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

４
．
中
学
校
統
合
に
関
し
て
は
、
ス
ム
ー

ズ
な
統
合
が
で
き
る
よ
う
、
あ
さ
ぎ

り
町
内
の
小
中
学
校
間
で
の
交
流
を

深
め
な
が
ら
、
西
日
本
有
数
の
広
大

な
中
学
校
敷
地
と
充
実
し
た
教
育
施

設
の
中
で
、
の
び
の
び
し
た
学
校
教

育
と
専
門
的
な
指
導
者
に
よ
る
教
育

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
世
界
に
羽
ば

た
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
て
て

い
け
る
よ
う
、
平
成
24
年
度
開
校
を

目
指
し
て
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

各
地
域
が
元
気
に
な
る
取
り
組
み

１
．
中
学
校
統
合
後
の
４
中
学
校
の
跡
地

利
用
と
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
充
分
な
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
地
域
が
望
む
活
用
や
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
等
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

２
．
高
齢
者
や
若
い
人
、
女
性
の
方
々
が

色
々
な
場
に
出
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な

仕
掛
け
を
行
い
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
自
ら
考
え
自
ら
実

行
で
き
る
自
主
的
・
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
の
組
織
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

３
．
若
者
の
定
住
促
進
対
策
と
し
て
、
引

き
続
き
出
生
祝
い
金
事
業
を
行
い
、

子
育
て
支
援
等
の
拡
充
を
進
め
な
が

ら
、
男
女
の
出
会
い
の
場
の
提
供
、

個
別
相
談
窓
口
、
情
報
の
把
握
等
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．
今
年
は
、
肥
薩
線
開
通
１
０
０
周
年
、

く
ま
川
鉄
道
20
周
年
の
年
で
す
。
Ｓ

Ｌ
人
吉
号
が
熊
本
︱
人
吉
間
を
走

り
、
青
井
阿
蘇
神
社
が
国
宝
の
指
定

を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
人
吉
ま
で

の
観
光
客
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
観
光
客
を
く
ま
川
鉄
道
に

乗
せ
て
上
中
球
磨
地
域
ま
で
引
っ
張

り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
対
策
と
し
て
、
駅
前
開
発
と

併
せ
た
中
心
市
街
地
に
『
に
ぎ
わ
い
』

を
取
り
戻
す
方
策
を
関
係
機
関
等
と

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

１
．
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
設
置
い
た
し
ま

す
。
こ
の
基
金
は
、
合
併
特
例
債
を

借
り
入
れ
５
年
間
で
25
億
円
を
目
標

に
積
み
立
て
て
い
く
も
の
で
、
現
在
、

一
般
財
源
を
充
当
し
て
い
る
町
民
の

連
帯
強
化
や
地
域
振
興
に
関
す
る
事

業
の
財
源
と
す
る
も
の
で
、
今
後
必

要
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
対
す

る
充
当
財
源
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
継
続
し
て

事
務
事
業
評
価
を
行
い
な
が
ら
『
選

択
と
集
中
』
を
よ
り
明
確
に
し
、

健
全
な
財
政
運
営
の
も
と
で
、『
あ

さ
ぎ
り
町
の
目
指
す
姿
』
の
実
現

に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

  町民の方々と一緒になって
　  「元気の出るあさぎり町」を
　　　　 つくりあげるために

平成21年度施政方針
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７年目のまちづくりがスタート
平成21年度当初予算
平成21年度の一般会計と特別会計当初予算が、第一回定例議会で可決されました。

今年度の予算編成の要点

平成21年度あさぎり町一般会計及び特別会計当初予算

会　　計　　名 平成21年度予算 平成20年度予算 比　較　額

一般会計 95 億 4,411 万 9 千円 90 億 3,004 万 4 千円 5 億 1,407 万 5 千円
土地取得特別会計※１ － 1 億 2,883 万 4 千円 △ 1 億 2,883 万 4 千円
上財産区特別会計 5,966 万 7 千円 6,240 万円 △ 273 万 3 千円
国民健康保険特別会計 22 億 2,470 万 2 千円 22 億 7,995 万 1 千円 △ 5,524 万 9 千円
老人保健医療特別会計 1,229 万 9 千円 1 億 9,880 万 1 千円 △ 1 億 8,650 万 2 千円
介護保険特別会計 14 億 5,601 万 5 千円 14 億 566 万 4 千円 5,035 万 1 千円
簡易水道事業特別会計 5 億 3,081 万 2 千円 7 億 38 万 5 千円 △ 1 億 6,957 万 3 千円
下水道事業特別会計 10 億 2,823 万 5 千円 10 億 6,736 万 2 千円 △ 3,912 万 7 千円
介護サービス特別会計 3,703 万 6 千円 3,517 万 1 千円 186 万 5 千円
球磨郡障害認定審査事業特別会計 992 万円 1,851 万 3 千円 △ 859 万 3 千円
後期高齢者医療特別会計 1 億 5,251 万 8 千円 1 億 5,769 万 9 千円 △ 518 万 1 千円
球磨郡介護認定審査事業特別会計※２ 3,870 万 8 千円 － 3,870 万 8 千円
水道事業特別会計※３ 1 億 4,274 万 1 千円 7,887 万 7 千円 6,386 万 4 千円

合　　計 152 億 3,677 万 2 千円 151 億 6,370 万 1 千円 7,307 万 1 千円

※１　土地取得特別会計は、平成２０年度で特別会計を廃止しました。
※２　球磨郡介護認定審査事業特別会計は、平成２１年度からあさぎり町に審査会事務局を置くこととしたため、

新設しました。
※３　水道事業特別会計は、収益的収支と資本的収支の支出額の合計を記載しています。

財政調整基金（貯金）
を取り崩さないで
積立だけを行う

地域経済の活性化
や生活対策のため
の予算を確保する

特別会計を含む全
会計を黒字決算に
する

　経常的な支出を少なくし
ながら、公共工事について
は20年度予算からの繰越分
を含めて前年度より30％増
額しました。

　財政運営が厳しい国保特
別会計や下水道特別会計へ
の一般会計からの繰出金を
増額しました。

　社会保障費などの将来負担が増えることを見据えて、21年度末での基金残
高を増やすことにしました。また、新しくまちづくり基金を作り、今年度か
ら５年間で25億円の積立を行うことにしました。これは合併特例債を活用し
て基金を積み立て、この基金を将来の経費負担の財源とするものです。
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平成21年度一般会計当初予算額  95億4,412万円
平成２１年度当初予算目的別歳入の状況

町税（11.2%）
10億6,741万円
町民税、固定資産税、
市町村たばこ税など 繰入金（0.3%）

3,100万円
基金繰入金

繰越金（2.1%）
2億円

諸収入（0.7%）
6,864万円

分担金負担金、使用料手数料、
財産収入など（2.9%）
2億8,008万円

地方交付税（52.1%）
49億7,689万円

自主財源（17.3%）
16億4,713万円

歳入
計95億4,412万円

依存財源（82.7%）
78億9,699万円

地方債（14.4%）
13億7,200万円

国庫支出金（5.3%）
5億681万円

県支出金（7.1%）
6億7,276万円

地方譲与税、地方消費税交付金、
ゴルフ場利用税など（3.9%）
3億6,853万円

平成２１年度当初予算目的別歳出の状況
議会費（1.1%）
1億966万円 総務費（16.5%）

15億7,698万円
総務管理、税務、住民基本台帳、
統計調査費など

民生費（28.3%）
27億146万円
社会福祉、児童福祉費など

衛生費（10.2%）
9億7,330万円
保健衛生、清掃費など

農林水産業費（6.8%）
6億4,899万円
農業、林業、水産業費など

商工観光費（2.2%）
2億627万円
商工、観光、定住促進費など

歳出
計95億4,412万円

土木費（7.2%）
6億9,164万円
土木管理、道路橋りょう、
住宅、下水道費など

消防費（4.0%）
3億8,100万円

教育費（6.7%）
6億3,610万円
小・中学校、生涯学習、
文化財、保健体育費など

災害復旧費（0.0%）
2万円

公債費（16.9%）
16億1,070万円

予備費（0.1%）
800万円

歳入

歳出
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前年度との比較や新しい事業に関するもの
（内訳は円グラフ【５ページ】をご覧下さい。）

税　収
　前年度より4,875万円少なくなっています。主なものは、個人住民税が約860万円、固定資産税が
約1,959万円、たばこ税が2,100万円それぞれ少なくなっています。

歳入に占める割合が最も大きい地方交付税
　国の計画によって決定されます。前年度よりも1億6,879万円増えていますが、これは雇用対策や
地方の元気回復対策などのために、国が20年度よりも交付税額を増やす見込みであるためです。

分担金
　基盤整備事業の受益者分担金が約200万円少なくなっています。

使用料
　ヘルシーランドと温泉交流センターの入館者減により、合わせて240万円少なくなっています。

国庫支出金
　身体障害者福祉費国庫負担金が約1,000万円増えています。また、中心市街地の整備のためのま
ちづくり交付金を3,250万円新しく計上しました。道路改良費補助金は、中学校統合関連の道路整
備が開始されますが、継続路線の事業完了などにより、約5,000万円少なくなりました。しかし、
20年度からの繰越事業もあり、年度内の事業量は前年度よりも多くなっています。

県支出金
　雇用対策のための補助金が新設されたため、2,796万円計上しました。妊婦健康診査の自己負担
金の軽減のための補助金も新設され、435万円計上しています。県税の徴収事務のための委託金
は、単価の見直し等により約790万円少なくなりました。

財産収入
　町の公共施設の貸付が増えたことにより、土地建物の貸付収入が約270万円増えました。基金の
利子は、国債の運用の関係で約390万円少なくなりました。また、町有林から生産される林材の売
払収入も約670万円少なくなっています。

繰入金
　財源不足を補うための財政調整基金からの繰入金を１億円減らして０円としました。また、国の
20年度第２次補正予算関連で、20年度内に国から交付された財源で積み立てた地域活性化・生活対
策基金からの繰入金を3,000万円計上しました。老人保健特別会計からの繰入金は、後期高齢者医
療制度の導入に伴い、511万円減って０円となりました。

諸収入
　健診の個人負担金が約2,900万円増えていますが、これは国保会計からの移し替えによるものです。

地方債
　交付税の振替のための臨時財政対策債の増額や合併特例債を活用したまちづくり基金の造成のた
めの地方債を21年度から新たに借り入れることとしたこと、駅前開発のための中心市街地活性化整
備事業債を新たに借り入れることなどにより増えるものと、道路や農業基盤整備、公立多良木病院
の改築負担金のための地方債の減額などを合わせ、総額で4億7,060万円増えています。

歳入予算
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目的別にみる主な支出
（内訳は円グラフ【５ページ】をご覧下さい。）

議会費 農林水産業費
議会運営に必要な費用 １億９６５万円 農業再生チャレンジ事業委託料 １，２００万円
総務費 農業共済掛金補助金 １，１００万円
地方バス運行補助金 １，４００万円 農業振興事業補助金 ２，４５０万円

人吉球磨広域行政組合企画費・運
営費負担金 ２，７６５万円 中山間地域等直接支払交付金 ９，０９０万円

庁舎内電算機器設定委託料 ２，５７４万円 河川・農業用水路等管理作業
緊急雇用創出委託料 ７４９万円

財政調整基金積立金 １億４００万円 酪農・肉用牛・養豚経営対策補助金 ８７８万円
まちづくり基金積立金 ５億円 畜産振興事業補助金 １，０００万円
民生費 県営担い手事業償還金 ６，９８２万円
社会福祉協議会運営費補助金 ５，０４７万円 清願寺ダム防災事業負担金 １，８７５万円
福祉乗合いタクシー補助金 ６８０万円 農地・水・環境保全協議会負担金 １，２４８万円
後期高齢者医療広域連合負担金 ２億４９３万円 路網整備地域連携モデル事業補助金 １，１２０万円
敬老年金 １，５０６万円 素材生産・造林委託料 ３，３５０万円
介護保険特別会計繰出金 １億９，５４１万円 鳥獣被害防止事業費 ６２０万円
後期高齢者特別会計繰出金 ６，０７５万円 商工観光費
老人施設入所措置費 ５，４９０万円 商工会補助金 １，０９８万円
障がい者福祉費 ２億５，４６３万円 ふるさと振興社助成金 ６３８万円
国民健康保険特別会計繰出金 １億６，８３７万円 商工業制度資金信用保証料補助金 ７３５万円

ヘルシーランド・温泉交流センター・
高山荘指定管理委託料 １億５７７万円 まちづくり交付金事業費 ９，０００万円

出生祝金 ７５０万円 地域ブランド商品開発・
新規販路開拓事業委託料 ５４５万円

放課後児童健全育成事業委託料 ７２８万円 グリーンツーリズム新規商品開発・
販売促進事業委託料 ２４６万円

私立保育所特別保育事業補助金 ３，４２３万円 土木費
私立保育所運営費負担金 ６億１，３５３万円 道路維持委託料 １，８１８万円
児童手当 １億４，３６１万円 道路改良費 １億８，５４９万円
子ども医療給付金 ５，９２２万円 住宅建設費 ５，５０９万円
ひとり親家庭等医療費助成金 ３３２万円 下水道事業会計繰出金 ３億１，２０１万円
公立保育所運営費 ３億８９２万円 消防費
衛生費 上球磨消防組合負担金 ２億７，６２４万円
公立多良木病院建設事業負担金 １億７，４７０万円 防火水槽工事費 ５８０万円
ごみ収集業務委託料 ２，１４４万円 教育費
合併浄化槽設置費補助金 １，４８６万円 私立幼稚園運営費補助金 ２００万円
人吉球磨広域行政組合葬祭場費負担金 ３，２０９万円 学校教育施設整備基金積立金 ２５０万円
集団健診委託料 ８，４３２万円 小学校管理費 １億５，６７０万円
母子健康診査委託料 １，４３１万円 中学校管理費 １億９２４万円
簡易水道事業会計繰出金 ２億４，６４１万円 生涯学習団体補助金 ６０１万円

人吉球磨広域行政組合ごみ処理・
し尿処理費負担金 ２億８５５万円 公民分館等施設整備費補助金 １３５万円

公債費 文化ホール屋根改修等工事費 ２，１５８万円
地方債元金・利子償還金 １６億１，０６９万円 町体育協会補助金 ５４０万円

給食センター運営費 ８，５２０万円

歳出予算
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上
小
学
校

転
入　神

田

　英
恵

　（出
水
南
小
）

　田
上

　春
奈

　（免
田
小
）

　藤
原

　浩
子

　（人
吉
西
小
）

　浅
野

　
　円

　講
師

転
出　栁

瀬

　恭
輔

　（嘉
島
東
小
）

　尾
方

　英
介

　（岡
原
小
）

免
田
小
学
校

転
入　米

良

　隆
夫

　（山
江
中
）
校
長

　尾
方

　久
生

　（相
良
北
小
）

　天
羽

　京
子

　（木
上
小
）

　恒
松
真
理
子

　（湯
前
小
）

転
出　志

満

　和
夫

　退
職

　山
村

　嗣
美

　（深
田
小
）

　上
井

　正
美

　（多
良
木
小
）

　田
上

　春
奈

　（上
小
）

岡
原
小
学
校

転
入　東

　
　
　覚

　（黒
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地
小
）
校
長

　尾
方

　英
介

　（上
小
）

　吉
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　綾

　（力
合
小
）

　松
本

　千
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　講
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　隆
司

　（伊
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小
）
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松
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　（教
育
セ
ン
タ
ー
）
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一

　（大
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小
）
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須
有
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小
）

　川
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二

　（黒
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地
小
）

須
恵
小
学
校
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下
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史

　（託
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原
小
）
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長
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木

　恵
子

　（久
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小
）
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布
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子
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用

転
出　山

川

　高
久

　（佐
敷
小
）
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長
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須
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信

　（多
良
木
小
）

　椎
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紀
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　（岩
野
小
）
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小
学
校

転
入　吉

村

　和
仁

　（乙
姫
小
）
教
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良

　友
美

　（代
陽
小
）

　中
山

　
　淳

　（湯
前
小
）

　山
本
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ミ

　（一
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地
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小
）
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村

　嗣
美

　（免
田
小
）
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美
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田
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み
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）
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一

　（木
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小
）
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須
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作

　（湯
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小
）
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村
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子

　退
職

上
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校

転
入　馬

場
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也

（
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し
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青
少
年
の
家
）
教
頭

　石
川
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史

　（阿
蘇
中
）

　鶴
田

　賢
次

　（湯
前
中
）

　宮
家

　麗
華

　（飽
田
東
小
）

　岡
本
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平

　講
師

転
出　堤
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介

　（人
吉
二
中
）
教
頭

　谷
口
亮
一
郎

　（人
吉
一
中
）

　髙
良

　美
穂

　（帯
山
中
）

　坂
下

　征
宏

　（青
年
海
外
協
力
隊
）

　吉
村

　大
蔵

　（球
磨
中
）

免
田
中
学
校

転
入　大

竹

　文
男

（
阿
蘇
教
育
事
務
所
）
校
長

　竹
部

　昭
一

　（多
良
木
中
）

　林
田

　悠
香

　（長
洲
中
）

　國
元
あ
ゆ
み

　事
務
職
員

転
出　山

田

　信
雄

　退
職

　鶴
本
百
合
子

　（湯
前
中
）

　多
武
さ
と
み

　（錦
中
）

岡
原
中
学
校

転
入　鹿

末

　秀
臣

　（須
恵
中
）
校
長

　中
本

　青
志

　（五
木
北
小
）

　八
住

　和
俊

　講
師

　木
村

　
　猛

　講
師

　若
林

　由
香

　養
護
助
教
諭

転
出　西

　龍
三
郎

　（湯
前
中
）
校
長

　河
野

　俊
弘

　（湯
前
中
）

　二
子
石
将
顕

　（城
西
中
）

　小
出

　桂
子

　（相
良
中
）
養
護
教
諭

須
恵
中
学
校

転
入　本

田

　勝
則

　（牛
深
小
）
校
長

　中
村

　
　愛

　（人
吉
一
中
）

　上
村

　典
子

　講
師

　桑
原

　孝
典

　講
師

転
出　鹿

末

　秀
臣

　（岡
原
中
）
校
長

　小
西

　人
美

　（人
吉
二
中
）

　岩
田

　博
史

　（荒
尾
四
中
）

深
田
中
学
校

転
入　田

代

　
　修
（
球
磨
教
育
事
務
所
）
校
長

　髙
田

　琢
朗

　（錦
中
）

　森
下

　真
樹

　講
師

転
出　和

田

　保
隆

　（赤
崎
小
）
校
長

　川
口

　惠
市

　（鶴
城
中
）

　田
上

　俊
郎

　（玉
水
小
）

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

４
月
１
日
ポ
ッ
ポ
ー
館
で
、町
立
小・中
学
校
教
職
員
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。異
動
が
あ
っ
た
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

（
　
）内
は
転
入
者
は
前
任
校
、転
出
者
は
転
任
校
で
す
。
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３
月
31
日
付
け
で
10
人
の
職
員
が
退

職
、熊
本
県
庁
人
事
交
流
を
終
え
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

前
列
右
か
ら
、入
舟
卓
雄（
人
事
交
流
）、

馬
場
正
司
（
退
職
）、
松
尾
教
育
長
、

愛
甲
町
長
、徳
永
副
町
長
、蓑
毛
哲
（
退

職
）、谷
口
吉
徳（
退
職
）、後
列
右
か
ら
、

甲
斐
総
務
課
長
、
平
山
千
草
（
退
職
）、

寺
本
律
子
（
退
職
）、赤
坂
直
美
（
退
職
）、

緒
方
和
代
（
退
職
）、兼
田
和
子
（
退
職
）、

久
保
田
啓
子（
退
職
）、福
永
礼
子（
退
職
）

N e w s あさぎり

　

３
月
17
日
に

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン

ド
の
入
館
者

が
１
５
０
万
人

を
達
成
し
ま
し

た
。

　

記
念
す
べ

き
１
５
０
万

人
目
に
な
っ

た
の
は
吉
本

安
則
さ
ん
ツ

ル
ミ
さ
ん
夫

婦
（
麓
）
で
、

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
花
束
と
記
念
品
、
無
料

入
浴
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ル
ミ
さ
ん
は
「
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
が

で
き
て
か
ら
毎
日
夫
婦
で
来
て
い
ま
す
。

雨
が
降
ろ
う
と
風
が
吹
こ
う
と
こ
れ
か
ら

も
毎
日
来
ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
婦
人
会
（
尾
曲

恵
子
会
長
）
が
約
２
８
０
枚
の
手
縫
い
の
雑
巾
を

免
田
小
中
学
校
と
須
恵
小
中
学
校
に
贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
、
今
年
初
め
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
婦
人
会
は
、

昨
年
度
か
ら
須
恵
婦
人
会
と
一
緒
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
両
校
区
の
小
中
学
校
へ
の
贈
呈
と

な
り
ま
し
た
。

　

免
田
小
学
校
（
志
満
和
夫
校
長
）
を
訪
れ
た
尾

曲
会
長
は
「
お
掃
除
は
心
を
磨
く
こ
と
に
も
繋
が

り
ま
す
。
ま
す
ま
す
き
れ
い
な
免
田
小
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
生
徒
代
表
の
大
林
弘
果

さ
ん
（
本
町
）
と
吉
坂
梓
さ
ん
（
吉
井
）
は
「
プ

レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

大
事
に
使
っ
て
い
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

免田婦人会が手作り雑巾をプレゼント

ヘルシーランドが入館者

きれいに磨いてくださいね

▲　記念すべき１５０万人目となった吉本さんご夫婦

▲　生徒代表「これから大事に使っていきます」と感謝

お世話になりましたお世話になりました

▲　あさぎり町ヘルシーランド「薬師の湯」

１５０万人を達成
!!

▲
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第
４
回
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

　

熊
本
県
の
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
い
る
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
（
野
バ
ラ
の
原

種
）
コ
ン
サ
ー
ト
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
魅
惑
の
サ
ウ
ン
ド
と
ツ
ク
シ
イ
バ

ラ
の
甘
い
香
り
、
春
の
息
吹
を
感
じ
な

が
ら
、ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

ご
近
所
、
お
友
達
を
お
誘
い
の
上
、
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
当
日
は
、農
家
レ
ス
ト
ラ
ン（
夕

食
）
と
あ
さ
ぎ
り
居
酒
屋
も
ポ
ッ
ポ
ー

館
に
て
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
あ
さ
ぎ
り
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　あさぎり町社会福祉協議会では、弁護士による法律相談を次のとお
り実施します。お悩みがございましたらお気軽にご相談ください。
　秘密は厳守されます。

日　　　時　5月 13日（水）　　13：00～ 16：00（予約制）
場　　　所　せきれい館
相　談　料　無料（予約後のキャンセルにつきましては、キャンセル

料をご負担いただく場合がありますのでご了承ください）
相 談 時 間　1人につき30分
次回開催日　6月 10日（水）　岡原保健センターを予定しています。

※毎月第2水曜日に開催しています。

　ツクシイバラコンサート

日　時　５月２３日（土）１８：３０～２１：００
会　場　須恵文化ホール
料　金　１，０００円（高校生以上）　５００円（小中学生）

演　奏　
ドゥ・マルシェ　情熱のヴァイオリンと魅惑のアコーディオンの２つの楽器を駆使し、
オリジナリティを追求しながら関東を中心に活躍。イタリアやジャマイカでも演奏。
ビエント　阿蘇を拠点に結成され、アンデスの最も古い楽器ケーナや阿蘇の土で作られ
たオカリナ、それらにシンセサイザーを融合させた独自のサウンドで、全国各地で活動。

お問い合わせ先　あさぎり町グリーン・ツーリズム研究会事務局　☎49-9211
　　　　　　　　（あさぎり町　産業振興課　商工観光班　ポッポー館内）

申込 ･お問い合わせ先　　あさぎり町社会福祉協議会　☎49-4505

無 料 法 律 相 談 所 の 開 設 に つ い て

▲　ビエント

〜グリーン・ツー
リズム便り〜

あさぎり

グリーン
ツーリズム
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▲左から尾鷹一範商工会副会長、加藤美紀JAくまあさぎり支所免田店長、
平田智秀南稜高校生徒会長、愛甲町長、橋爪和彦あさぎり町議会議長

あさぎり駅に観光列車が到着。　▶

小旗を持った観客が出迎えます。　

　

４
月
１
日
に
あ
さ
ぎ
り

駅
改
名
式
と
観
光
列
車

（
Ｋく

ま

Ｕ
Ｍ
Ａ-

１い
ち

・
Ｋく

ま

Ｕ
Ｍ
Ａ-

２に

）
歓
迎
式
が
あ
さ
ぎ
り
駅
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

免
田
駅
か
ら
あ
さ
ぎ
り
駅
へ

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
玄
関
口
で
あ
る
免
田
駅

の
名
称
が
あ
さ
ぎ
り
駅
に
改
名
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
住
民
の
方
々
の
声
や
、
４
月
25

日
か
ら
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
熊
本
︱
人
吉
間
で

『
Ｓ
Ｌ
人
吉
号
』
の
運
行
が
始
ま
る
こ
と
か

ら
、
全
国
の
方
に
あ
さ
ぎ
り
町
の
名
前
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
愛
甲
町
長
は
「
全
国
に
あ
さ
ぎ
り

町
を
広
め
る
拠
点
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
橋

爪
議
長
は
「
あ
さ
ぎ
り
駅
の
歴
史
が
始
ま

る
。
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
」

と
期
待
を
こ
め
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
あ
さ
ぎ
り
駅
に
改
名
し
た
看
板

を
除
幕
。
喜
び
の
声
と
拍
手
が
沸
き
お
こ

り
ま
し
た
。

自
然
博
物
館
列
車
が
始
動

　

観
光
客
が
人
吉
か
ら
上
中
球
磨
地
域
ま

で
来
て
頂
く
た
め
に
、
車
両
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
化
が
行
わ
れ
、
自
然
博
物
館
列
車
『
Ｋ

Ｕ
Ｍ
Ａ-

１
・
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ-

２
』
が
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。
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昔なつかしのSL写真を展示
　おかどめ幸福駅売店では、なつかしい SL の
写真を５月末日まで展示します。ぜひ見に来
てください。

さよなら免田駅
　３月 25 日から４月５日までの 12 日間、免田
駅を懐かしんでもらおうとポッポー館で旧免田
駅舎写真やタブレット閉塞装置の展示、懐かし
い映像の上映などが行われました。

▲タブレット閉塞装置。簡単に言うと、列車を
　事故なく離合させるための装置。
　これは実際に使われている装置の予備機で、
　マニアにはたまらない逸品だそうです。

▲観光列車にはたくさんの乗客

▶
一
日
駅
長
。
さ
ま
に
な
っ
て
い
ま
す

　

10
時
35
分
、
免
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

と
た
く
さ
ん
の
観
客
が
観
光
列
車
を
出
迎
え
ま

し
た
。

　

到
着
す
る
と
平
田
寧
々
さ
ん
（
吉
井
）
が
車

掌
へ
花
束
を
贈
呈
。
一
日
駅
長
の
平
木
亨と
し

弥や

さ

ん
（
堀
角
）
の
元
気
な
笛
の
合
図
と
と
も
に
あ

さ
ぎ
り
駅
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
漂
う
外
観
は
Ｓ
Ｌ
を
彷

彿
と
さ
せ
ま
す
。
車
内
も
木
製
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
や
テ
ー
ブ
ル
、
球
磨
盆
地
の
植
物
を
使
っ
た

ク
リ
ア
・
ア
ー
ト
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ア
が
飾
ら

れ
て
お
り
、
ゆ
っ
た
り
と
球
磨
盆
地
を
堪
能
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
乗
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

免田駅関係略歴
１９２４年３月　　国鉄湯前線開通
（大正１３年）　　　　免田駅開業

１９８９年１０月　くま川鉄道株式会社開業
（平成元年）

１９９９年１０月　ポッポー館が完成
（平成１１年）

２００９年４月　　あさぎり駅へ名称変更
（平成２１年）

免田駅関係略歴
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お問い合わせ先　　あさぎり町　健康福祉課　福祉班　☎45-7214

　子育て応援特別手当とは、平成 20 年 10 月 30 日に
決定された生活対策の一環です。多子世帯の幼児教
育期の負担に配慮する観点から、平成 20 年度に限り、
幼児教育期の第２子以降の子ども 1 人あたり３万６千
円を支給します。
　対象世帯の世帯主
の方に通知を送付し
ていますが、まだ届
いていない方はご連
絡ください。

対象となる子ども
　平成 20 年度において小学校就学前 3 年間（平成 14 年 4 月 2 日から平成 17 年 4 月 1 日生まれ）に該当す
る子どもで、第 2 子以降の子どもが対象です。
　第 2 子以降の子どもと第１子が別居している場合も対象になります。
※第 2 子とは
　18 歳以下の子ども（平成 2 年 4 月 2 日生まれ以後）の中から年齢順に第 1 子、第 2 子と数えていきます。

申請の手続き
　あさぎり町役場健康福祉課福祉班に、対象となる子どもと同居している世帯主の方が申請してください。
申請期限
　3 月 12 日（木）～ 9 月 14 日（月）までの 6 ヶ月間

厚生労働省ホームページにも関係する情報を掲載しています。（http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/juyou/kosodate/index.html）

世帯主

世帯主

世帯にいる子ども

世帯にいる子ども

生年月日が平成2年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

生年月日が平成14年4月2日
から平成17年4月1日までの

子ども

1人目 4人目Aさん

Bさん

2人目 3人目

手当の対象となる子ども

手当の対象となる子ども

子育て応援特別手当（Aさん、Bさんの場合）

Aさん
世帯

Bさん
世帯

Aさんへの子育て
応援特別手当

3万6千円×2人＝

Bさんへの子育て
応援特別手当

3万6千円×1人＝

生年月日が
平成17年4月
2日以後の
子ども

生年月日が
平成17年4月
2日以後の
子ども

7万2千円

3万6千円

生年月日が平成2年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

生年月日が平成14年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

1人目 3人目2人目
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お問い合わせ先　　あさぎり町　環境整備課　環境保全班　☎45-7217

お問い合わせ先　　あさぎり町　健康福祉課　健康づくり班　☎45-5133

家電リサイクル法が変わりました

楽しく歩こう会

　平成 13 年 4 月 1 日から施行されています家電リサイクル法が変わりました。これまでの 4 品目に加え、
平成 21 年 4 月 1 日から新たに、液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機が追加されました。
　主要なメーカー公表のリサイクル料金は次のとおりです。

対象品目名 リサイクル料金（税込み）

従来の対象品目

ブラウン管式テレビ 2,835 円（16型以上）
1,785 円（15型以下）

洗濯機 2,520 円
エアコン 2,625 円

冷蔵庫・冷凍庫 4,830 円（171㍑以上）
3,780 円（170㍑以下）

平成 21年 4月 1日から
新たに追加されたもの

液晶テレビ・プラズマテレビ 2,835 円（16Ｖ型以上）
1,785 円（15Ｖ型以下）

衣類乾燥機 2,520 円

ごみ減量・リサイクル推進事業
「おいしい相良藩、食べきり運動」推進中！

　平成 19 年度にクリーンプラザに持ち込まれた生ごみの量は 670㌧にものぼり、その
処理には多額の経費が投じられています。「食事はおいしく食べて残さない」「もった
いない」を心がけ、みんなで「おいしい相良藩、食べきり運動」に協力して生ごみを
減らしましょう。
　また、生ごみの水切り（最後にひとしぼり）もお願いします。

　時には歩くコースを変え、みんなと一緒に楽しく歩きませんか。
　事前の申し込みは不要で、どなたでも参加できます。当日直接会場へおいでください。

寺池親水公園散策コース

≪コースの見所≫
　湧水からできた寺池には、ウォーキング道路が整備され、
水と触れ合う場所が設置されています。

日　　　　時　5月 10日（日）　午前8時
集　合　場　所　あさぎり町役場本庁舎前
持ってくる物　帽子、歩きやすい服装・靴、水分など
主　　　　催　あさぎり町公民館
　　　　　　　あさぎり町運動普及推進員会
雨天の場合は中止します。日焼け止め対策を充分に！

約4.0km　（歩数　約8,000歩）
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お問い合わせ先　　あさぎり町　税務課　☎45-7212

個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます個人住民税が公的年金から特別徴収されます

ー　平成21年10月支給分から特別徴収制度が始まります　ー
　公的年金を受給されている方で、今まで納付書や口座振替でお支払いただいていた公的年金にかか
る個人住民税が、当該年金から自動納付（天引き）されるようになります。 

対象者
　当該年度初日（４月１日）において 65 歳以上の個人住民税の納税者の方で、当該年金の年額が
18 万円以上である方 
※ただし、当該年度の特別徴収税額が公的年金等の給付額の年額を超える場合などは対象となりま

せん。

対象となる年金
老齢基礎年金・老齢厚生年金・退職共済年金など

徴収する税額
　公的年金等に係わる所得に対する個人住民税の所得割額及び均等割額 
※公的年金等以外の所得に係る所得割額は、按分等により計算されます。

特別徴収のイメージ
１．上半期の年金支給月（４月・６月・８月）ごとに、前年度の下半期の特別徴収税額の３分の１

を仮徴収します。 
２．下半期の年金支給月（10 月・12 月・２月）ごとに、年税額から当該年度の上半期の特別徴収

税額を控除した額の３分の１を本徴収します。 
※なお、特別徴収を開始する年度または、新たに対象となった年度は、上半期に普通徴収、下半期

に特別徴収を実施します。

　徴収方法のイメージ図
　普通徴収…納付書や口座振替での納付　　　特別徴収…当該年金からの自動納付（天引き）

年金支給月 徴収方法 徴収税額

平
成
21
年
度

６月
普通徴収

年税額の１／４

８月 年税額の１／４

１０月

特別徴収

年税額の１／６

１２月 年税額の１／６

２月 年税額の１／６

平
成
22
年
度
以
降

４月
特別徴収

（仮徴収）

前年の１０月からその翌年の３月までに徴収した額の１／３ 

６月 前年の１０月からその翌年の３月までに徴収した額の１／３ 

８月 前年の１０月からその翌年の３月までに徴収した額の１／３ 

１０月
特別徴収

（本徴収）

年税額から仮徴収した額を控除した額の１／３ 

１２月 年税額から仮徴収した額を控除した額の１／３ 

２月 年税額から仮徴収した額を控除した額の１／３ 
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自動車税の納付は６月１日までに
自動車税の納税通知書を５月１日付けでお送りします。納期限の６月１日（月）までに、

最寄りの金融機関やコンビニエンスストア、球磨地域振興局税務課、熊本県税事務所、自
動車税事務所で納めていただきますようお願いします。

また、ご自宅のパソコン等を利用して、クレジットカード（VISA、Master）によ
る納付も出来ますので是非ご活用ください。　Yahoo! 公金支払い　http://koukin.yahoo.co.jp/
環境への配慮から自動車税の税額が増減されます

排気ガスや燃費性能が優れた環境負荷の小さい自動車（新車）は登録の翌年度の自動車税が軽減され、
一定年数を経過した環境負荷の大きい自動車は自動車税が加算されます。
＊平成 21 年度に自動車税が加算（約 10％）される自動車

・ガソリン・ＬＰＧ車　平成８年３月31日以前の初度登録のもの
・ディーゼル車　平成10年３月31日以前の初度登録のもの

『悪質商法』見守り注意報
熊本県消費生活センターに地デジ詐欺の相談がありました。十分な注意が必要です。

①「総務省推進事務局」という名刺を持った男性が自宅に来た。
②男性は「地上波デジタル放送を見るためには、交換プラグの取り付けが必要。お宅はま
だ名簿に載っていないので来た」「このままでは地デジが見られなくなる」と言った。

③それでは困ると思い、テレビ２台分の交換プラグ取付け費用５９，６００円と地デジ放
送協会加盟金３万円をその場で支払った。なお、交換プラグ取り付け工事は後日の予定。

④また、地デジ放送協会加盟金は後日返還予定であり、地上波デジタル放送返還金申込書
にサインをした。

⑤テレビを買ったお店に尋ねたところ、うちのテレビは地デジ対応なので、今でも地上波
デジタル放送が見られると言われ、騙されたことに気がついた。       （６０歳代、女性）

〈アドバイス〉
①詐欺が疑われる時は、すぐに最寄りの警察署に相
談してください。

②わが家のテレビが地上波デジタル放送を見るため
に、取り付けるものが必要なのかどうかをなじみ
の電気屋さんに尋ねておきましょう。

◎おかしいな、困ったなと思った時は、ご相談ください。

《相談事例の概要》

お問い合わせ先　熊本消費生活センター　☎096-354-4835
　　　　あさぎり町　産業振興課　商工観光班

　　　　　　　　　　　　（ポッポー館）　☎49-9211
　　　　　　　　　　　総務省地デジコールセンター　☎0570-07-0101

お問い合わせ先　球磨地域振興局　税務課　☎２４-５７９３

自動車税についてのお知らせ
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６５歳以上の方の介護保険料が平成２１年度から変更になりました。

変更になった基準保険料額は月額４，０００円です。なお、保険料額は所得等によって

次の表のとおり算定されます。

段　階 対　象　者　基　準 保険料月額

第１段階
・生活保護受給者の方
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税の方

２，０００円

第２段階
世帯全員が町民税非課税の方で、前年の合計所得金額と前年の課
税年金収入額の合計が８０万円以下の方

２，０００円

第３段階 世帯全員が町民税非課税の方で、第２段階に該当しない方 ３，０００円

第４段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税の方 ４，０００円

第５段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が２００万円未満の方 ５，０００円

第６段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が２００万円以上の方 ６，０００円

※第４段階に該当される方で、前年の合計所得金額と前年の課税年金収入額の合計が８０万円以下の
方については、保険料額が月額３，６００円になります。

ポイント！
　介護保険料は町民の皆様が利用した介護サービス費をもとに算定されることに
なっています。（あさぎり町の介護サービス費は年間１３億円程度です。そのうち
６５歳以上の方で２０％程度を負担する仕組みになっています）
　介護保険料の上昇を抑えるためにも、健康に気をつけ、介護予防に取り組みましょう！

○お知らせ
　介護職員の身分や待遇を見直すための法律改正が行われ、平成 21 年４月１日から施行されまし
た。そのことにより介護報酬が３％程度上昇し介護保険料に影響を与えるため、国では『介護従事
者処遇改善臨時特例交付金』を市町村へ交付し、保険料の急激な上昇を抑え、今回の保険料を算定
しています。

介護保険料が変更になりました

お問い合わせ先　あさぎり町　健康福祉課　高齢総合班　☎45-7215
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「特定健診」を受けましょう！

心身障がい者（児）等の福祉の増進に寄与するため、心身障がい者の方がタクシーを利用する際、その
料金の一部を助成します。次の項目に該当される方は、役場に申請し、『福祉タクシー利用券』の交付を
受けてください。
対象となる方

4 月 1 日現在において、あさぎり町に居住（住民票のある方、または外国人登録している方）し、
次の各事項に該当する在宅の方。
１. 身体障害者手帳の等級が1級、2級及び3級下肢障害（単独判定）の方
２. 療育手帳の障害の程度がＡ１およびＡ２の方
３. 精神障害者保健福祉手帳の障害者等級１級に該当する方

申請に必要なもの 上に記載してある手帳、印鑑
申請場所 あさぎり町役場健康福祉課　福祉班（総合福祉センター内）及び各支所
助成額 タクシー利用１回につき基本料金（初乗り料金）の額
利用券交付枚数 年間１人当たり２４枚。ただし、再交付は行わない。

利用できる
タクシー会社

・中央タクシー　　　☎ 45-0533
・たらぎタクシー　　☎ 42-3030
・わけべタクシー　　☎ 42-3939
・むつみ交通　　　　☎ 45-5722

　社会保険本人は、加入されている職場でまとめて申し込みをしてもらえますが、ご家族（被扶養者）

は、特定健診の「受診券」がないと受診できません。お早めに職場の労務担当課へお申し込みください。

お問い合わせ先
　あさぎり町　健康福祉課
　福祉班　☎45-7214

不明な点があれば、遠慮なく健診センターへお尋ねください。
お問い合わせ先
公立多良木病院総合健診センター「コスモ」

☎42-2410（代表）

　①各自申し出　　　④配布・受取り

⑤受診予約

※国民健康保険に加入している方の場合は、あさぎり
町役場健康福祉課健康づくり班、町民課へお尋ねく
ださい。

「受診券」を受け取るには？

　②発行手続き　　　③発行・送付

お問い合わせ先　あさぎり町　健康福祉課　健康づくり班　☎45-7216
　　　　　町民課　☎45-7213

申込者（被扶養） 医療機関

全国健康保険協会
熊本支部

各職場の労務担当課

福祉タクシー料金助成事業

国保以外の
被保険者の方へ

受診券
〜〜
〜〜
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No.10

「ストレスコントロール」できていますか？
　現代はストレス社会といわれ、さまざまな要因がストレスの原因になっています。
　昨年2月に40～69歳のあさぎり町民を対象に実施したアンケートでは、次の結果になりました。

Q. この 1 ヶ月間に悩みやストレスを感じましたか？　　Q. ストレスを感じる内容は？
順　位 男　性 女　性

1 経済的なこと 対人関係
2 仕事 経済的なこと
3 対人関係 仕事

　
　心や体が元気であれば、多少のストレスもはねのけることができます。十分な睡眠をとり、自分に
あったストレス解消を相談するなど、ストレスと上手につきあって快適に過ごしましょう。また、難
しい問題やなかなか解決しないことは、抱え込まずに相談してみましょう。

◆心の安定を保つために…
①ストレス状態にあることを認めましょう

②リラックス法を身につけましょう

③あまり高い目標を課さないようにしま

しょう

④何事にもほどほどにという姿勢でいきま

しょう

⑤スポーツや園芸など、趣味の時間をつく

りましょう

⑥疲れたら素直に休養をとりましょう

⑦悩みは一人で抱えず、家族や友人、相談

窓口に相談しましょう

⑧1日3食、バランスよく摂取しましょう

⑨心の不調が続く場合は、かかりつけ医に

相談したり精神科等を受診するなど、心

の状況を診てもらいましょう

その他
36％

大いにある
15％

多少ある
49％

お問い合わせ先　　あさぎり町　健康福祉課　健康づくり班　☎45-7216

お気軽にご相談ください
　無料で本人、家族の相談ができます。秘密厳
守ですのでお気軽にどうぞ。

こころの健康相談
　心の病気や対応等に関することなどが、精神
科医に相談できます。

期日　5月 19日（火）（予約制）

思春期子育て相談
　子育てや思春期等に関すること等が臨床心理
士に相談できます。

期日　5月 15日（金）（予約制）
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こ
の
４
月
末
で
町
長
に
就
任
し
て
丸
２

年
、
マ
ラ
ソ
ン
で
言
え
ば
折
り
返
し
地
点

で
す
。
こ
の
２
年
間
の
取
り
組
み
で
、
少

し
ず
つ
新
し
い
芽
が
出
て
き
て
い
る
と
、

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
町
に
と
っ
て
何
が
一
番
よ
い
道
か
を
真

剣
に
検
討
し
な
が
ら
、
若
者
が
残
れ
る
町

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
あ
さ
ぎ
り
町
で
も
結
婚
を
し
て
い
な

い
、
40
歳
を
過
ぎ
た
若
者
が
増
え
て
い
ま

す
。『
人
』
の
文
字
は
二
人
で
支
え
あ
っ

て
い
る
姿
で
す
。
私
達
が
様
々
な
仕
事
や

生
活
を
す
る
時
に
、
夫
婦
の
力
は
１
人
で

頑
張
る
よ
り
何
倍
も
力
を
発
揮
で
き
る
と

思
う
の
で
す
が
、
近
年
は
結
婚
に
対
す
る

受
け
止
め
方
の
違
い
も
あ
り
、
結
婚
が
進

ま
な
い
事
が
い
つ
も
気
が
か
り
で
す
。

　

ま
た
、
若
者
が
都
会
に
出
て
行
く
状
況

は
、
こ
の
数
年
で
起
き
た
こ
と
で
は
な
く
、

ず
っ
と
前
か
ら
続
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

若
者
に
と
っ
て
、
都
会
の
方
が
仕
事
も
あ

り
、
楽
し
く
生
活
が
で
き
る
と
感
じ
る
環

境
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
流
れ
を
ど
こ
か
で

断
ち
切
り
、
田
舎
の
生
活
が
楽
し
く
な
る
、

国
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

　

か
く
言
う
私
も
農
家
の
長
男
で
あ
り
な

が
ら
、
福
岡
に
出
て
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

両
親
が
元
気
な
と
き
は
特
に
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
父
が
亡
く
な
っ
た
後
、
時
々

里
帰
り
し
た
と
き
に
見
せ
る
母
の
嬉
し
そ

う
な
顔
。
そ
の
一
方
で
数
日
後
、
福
岡
に

向
か
う
と
き
木
戸
口
で
１
人
見
送
る
母
の

寂
し
そ
う
な
顔
。
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
で
そ
の

姿
を
追
い
な
が
ら
、
母
が
年
を
重
ね
る
ご

と
に
、
私
も
つ
ら
い
思
い
に
な
る
こ
と
が

何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　

結
婚
す
る
為
の
出
会
い
の
場
を
増
や
す

取
り
組
み
、
結
婚
に
踏
み
切
れ
る
所
得
の

安
定
、
子
が
親
の
老
後
を
み
れ
る
環
境
作

り
、
い
ず
れ
も
難
し
い
課
題
で
す
が
、
役

場
と
町
の
様
々
な
団
体
が
連
携
し
、
こ
の

課
題
改
善
に
向
け
て
一
歩
一
歩
進
め
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

３
年
目
と
な
り
副
町
長
や
職
員
と
心
を

１
つ
に
し
て
、
役
割
を
分
担
し
、
で
き
る

だ
け
私
は
球
磨
郡
の
外
に
向
け
て
、
あ
さ

ぎ
り
町
の
特
産
品
や
、
自
然
環
境
、
そ
し

て
人
材
な
ど
、
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
売
り

込
む
営
業
活
動
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
時

間
を
見
つ
け
天
気
の
良
い
日
に
は
、
自
転

車
で
あ
さ
ぎ
り
町
内
を
走
り
回
る
予
定
で

す
の
で
、
そ
の
と
き
は
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

あ
さ
ぎ
り
町
長

　愛
甲
一
典

こんにちは　町長です ⑰

若
者
の
元
気
が
ま
ち
の
力
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あ
さ
ぎ
り
面
白
ば
な
し 

45 

中
世
の
古
文
書
が
意
味
す
る
も
の

　

今
回
は
古
文
書
を
と
り
あ
げ
て

み
ま
す
。
そ
れ
か
ら
何
が
わ
か
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

町
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
『
免
田
家
文
書
』（
免
田
家
所

蔵　

免
田
西
）
と
い
う
た
く
さ
ん

の
古
文
書
の
な
か
に
『
延
文
３
年

免
田
坪
付
帳
』
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
南
北
朝
時
代
の
延
文
３
年

（
１
３
５
８
年
）
に
書
か
れ
た
土
地

台
帳
な
る
も
の
で
、
紙
に
書
か
れ

た
文
書
と
し
て
は
あ
さ
ぎ
り
町
で

最
古
で
す
。
こ
れ
に
は
、
年
号
は

も
と
よ
り
、
免
田
に
あ
る
田
ん
ぼ

の
前
領
主
と
現
領
主
、
場
所
や
広

さ
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ

あ
げ
て
み
ま
す
と
、『
延
文
三
年

九
月
廿
八
日
／
孫
三
郎
あ
と
今
ハ

と
う
二
良
／
口
の
つ
ぼ
／
一
所　

二
反
二
丈　
（
以
下
省
略
）』
孫
三

郎
の
あ
と
に
、
と
う
二
良
が
、
口

の
つ
ぼ
と
い
う
土
地
に
二
反
二
丈

の
広
さ
の
水
田
を
所
領
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
当
時
、
免

田
は
永
吉
庄
に
属
し
て
い
て
、
主

に
平
河
氏
が
所
領
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
免

田
坪
付
帳
か
ら
は
、
免
田
の
田
ん

ぼ
10
町
７
反
４
丈
を
、
と
う
二
良
、

さ
こ
ん
太
良
、
弥
三
二
良
、
ひ
こ

二
良
、
三
良
五
良
、
徳
永
太
良
（
良

は
郎
の
こ
と
）
の
６
名
で
所
領
し
、

彼
ら
は
、
お
そ
ら
く
平
河
氏
の
一

門
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
特

に
こ
の
文
書
に
は
「
門か
ど

用
一
反
二

丈
」
と
記
載
さ
れ
て
い
て
、
村
の

構
成
単
位
の
「
門
」
の
文
字
が
重

要
で
す
。

　

以
前
に
も
お
話
し
ま
し
た
が
、

鎌
倉
時
代
の
球
磨
郡
は
、
蓮
華
王

院
領
、
鎌
倉
殿
御
領
、
公く

田で
ん

の

三
つ
の
所
領
構
成
が
あ
り
ま
し

た
。
蓮
華
王
院
と
は
、
き
ら
び
や

か
な
観
音
様
が
も
の
す
ご
く
た
く

さ
ん
安
置
さ
れ
て
い
る
京
都
市
の

三
十
三
間
堂
の
こ
と
で
、
皇
室
に

関
わ
る
寺
院
で
し
た
。
鎌
倉
殿
御

領
と
は
、
す
な
わ
ち
鎌
倉
の
将
軍

領
の
こ
と
で
す
。
公
田
と
は
、
お

お
や
け
、
つ
ま
り
国
有
の
田
ん
ぼ

で
し
た
。
こ
れ
ら
の
球
磨
郡
内
の

領
地
は
、
合
計
し
て
二
千
町
（
１

町
は
、約
１
０
，０
０
０
㎡
）
あ
り
、

そ
れ
を
細
か
く
い
う
と

「
蓮
華
王
院
領　

人
吉
庄　

六
百

町
／
鎌
倉
殿
御
領　

永
吉
庄　

五
百
町
／
公
田　

豊
富
庄
、
豊
永

庄　

九
百
町
」
と
な
り
ま
す
。

　

当
時
、
人
吉
や
永
吉
庄
な
ど
の

住
人
に
は
、
地
頭
の
ほ
か
、
庄
務

を
司
る
人
（
有
力
農
民
）、
田
を
耕

作
す
る
人
、
在
家
の
う
ち
新
田
を

耕
作
す
る
人
、
在
家
、
寺
社
関
係

の
在
家
の
人
達
が
い
て
、
そ
の
在

家
と
は
、
年
貢
や
夫
役
の
徴
収
に

当
た
り
土
地
と
と
も
に
在
る
農
家

の
こ
と
で
す
。
こ
の「
庄
」は
、「
村
」

や
「
名み
ょ
う」

が
集
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
挙
げ
た
『
免
田
家
文
書
』

「
延
文
３
年
免
田
坪
付
帳
」
に
あ

る
門
は
、
名
や
村
が
南
北
朝
か
ら

室
町
時
代
に
編
成
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
庄
は
、
実
質
的
に
は
地
頭

が
経
営
を
し
、
土
地
の
相
続
は
、

門
単
位
で
譲
渡
し
て
い
ま
し
た
。

「
名み
ょ
う
し
ゅ主」
と
は
、
私
た
ち
が
時
代
劇

で
よ
く
聞
く
「
な
ぬ
し
」
と
い
え

ば
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
室
町
時
代
、
村
落
の

単
位
は
、
例
外
も
あ
り
ま
す
が
、

「
門
」
と
「
浮う
き
め
ん免
」
の
呼
称
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

隣
国
の
島
津
氏
の
影
響
が
考
え
ら

れ
て
い
て
、
室
町
時
代
の
南
九
州

に
お
け
る
村
落
構
成
の
特
色
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時

代
の
『
免
田
家
文
書
』「
応
永
７
年

（
１
４
０
０
年
）
免
田
坪
付
帳
」
に

は
、
球
磨
郡
に
お
け
る
門
を
よ
く

示
す
例
で
あ
り
、
大
変
貴
重
な
資

料
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
の
文
安
５
年

（
１
４
４
８
年
）、
球
磨
郡
は
下
相

良
氏
に
統
一
さ
れ
、
上
相
良
氏
や

そ
れ
に
加
担
し
た
須
恵
氏
な
ど
の

有
力
者
の
所
領
は
、
滅
亡
に
よ
り

「
門
」
を
単
位
と
し
て
家
臣
ら
や
加

担
者
に
分
け
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
世
の
古
文
書
は
た
く
さ
ん
存

在
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
読
み

解
く
と
、
戦
国
大
名
相
良
氏
が
、

ど
の
よ
う
に
所
領
を
拡
大
し
て

い
っ
た
の
か
、
有
力
豪
族
が
ど
う

保
身
し
た
の
か
、
ま
た
は
滅
亡
し

て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
他
多
く
の

こ
と
を
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責　

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会

北
川
賢
次
郎

　

次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ

さ
ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

芳
志
に
添
う
よ
う
慎
重
に
考
慮
し
、

本
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
21
年
３
月
１
日
～
３
月
末
日

受
付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

校
区　
　

寄
附
者　
　
　

故
人

　上

　
　中
村
ミ
ス
エ

　中
村

　一
雄

　岡
原

　宮
本

　敏
郎

　宮
本

　國
利

　
　福
岡
市
在
住

　上

　
　中
山

　日
出

　中
山
テ
ル
子

　深
田

　蓑
田
サ
エ
子

　蓑
田

　稔

　深
田

　中
村

　義
治

　中
村

　一
榮

　岡
原

　新
田

　彰
一

　新
田

　キ
ヨ

　免
田

　間
宮

　和
子

　間
宮

　福
夫

　深
田

　満
谷

　兟

　
　満
谷

　吉
藏

　免
田

　西

　
　豊
昭

　西

　
　伸
尚

　上

　
　井
上
ヒ
デ
子

　井
上
壽
一
郎

一
般
寄
附

　免
田

　
　
　山
下

　完
二

　多
良
木
町

　尾
方

　羊
助

社
協
へ
の
ご
寄
附

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社
協
へ
の
ご
寄
附

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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■□問合せ先■□　asa-seinen@silver.plala.or.jp
■□あさぎり町青年団ブログ■□　http://pub.ne.jp/asa_seinen/

今回は団員の友人等、団員以外の人にも協力してもらいました♪♪
みなさんもたま～に参加してみませんか？ピンチヒッター大歓迎♪

「ピース☆彡」

　３月１日に小学生との交流事業としてスケート教室を開催しました。小学生
46名、青年団員13名が参加。早朝からバス２台に乗り込み熊本市内のアクアド
ームへ出発！！車中のゲーム等で他校の子どももすぐに打ち解け、班ごとのお
友達や青年団リーダーと一緒に楽しい１日を過ごしてもらえたようです。

「ピース☆彡」

記念に★はいチーズ★
さぁ青年団はどこに潜んでいるでしょうかf(＾＾；)

「靴ひもは結べた？」説明・注意

「大丈夫？」 「滑れたよ～～♪」

緊張しながらの受付

Hello, everyone!!ALT’s 
コーナー

International Festival

　It is gratifying that so many people I talk to have a good 
image of the UK, although many originate in Sherlock 
Holmes – of fog, cups of tea and gentlemen! Therefore at 
the Menda Elementary School international festival I took 
the opportunity to tell third graders more about my home 
country. They were a delightful group to teach, and in their 
feedback they told me about the new things they had learnt. 
I hope they continue to learn more about different cultures 
with the same enthusiasm, by which they will become great 
ambassadors of Asagiri.　　　　　　　　　　　Daniel Colvin

国際フェスティバル
　私がお話しする多くの人達が、イギリスに対して良いイメージを持っていることを知り嬉しいです。しかし、そのイメー
ジとはシャーロック・ホームズの影響でしょうか、「霧」「紅茶」「紳士」といったものです。それで、私は免田小学校の
国際フェスティバルという機会を利用して、３年生に私の母国のことをいろいろ話しました。３年生は楽しい子ども達で、
後日届いた彼らの感想文の中には、私の話を聞いて初めて知ったことが書いてありました。私は彼らが今と同じように
熱心に、異文化をたくさん学び続けて、あさぎり町の素晴らしい大使になって欲しいと思います。

ダニエル・コルビン（訳：白柿浩美）

今月の英語
I took the opportunity=「その機会を利用して」
I camped at Biwa Koen over the weekend. 　I took the opportunity to eat mountain vegetables.
私は週末にビハ公園でキャンプをしました。　その機会を利用して、山菜を食べました。
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　　　お問い合わせ先　　須恵文化ホール　☎45-5511
　　　　　　　　　　　　まつぼっくり事務局　☎090-6639-9559

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

　

国
民
の
皆
さ
ん
に
憲
法
の
精
神
や
司

法
の
機
能
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
含
む

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
憲
法
週
間

と
し
て
、
裁
判
所
で
無
料
法
律
相
談
を

行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
20
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

場
所　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
人
吉

支
部

　
　
　
（
人
吉
市
寺
町
１
番
地
）

相
談
員　

弁
護
士
、
調
停
委
員
、
裁
判

所
及
び
法
務
局
の
職
員

相
談
内
容　

一
般
法
律
問
題
、
家
庭
問

題
、
金
銭
問
題
、
交
通
事

故
問
題
等

お
問
い
合
わ
せ
先

　熊
本
地
方
裁
判
所
人
吉
支
部

　

☎
２
３-

４
８
５
５

日時　５月５日（火）　
　　　13：30開場　14：00開演

場所　須恵文化ホール

主催　あさぎり町教育委員会
　　　人吉影絵劇サークル「まつぼっくり」

後援　人吉市教育委員会・熊本日日新聞社

入場無料
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お問い合わせ先　　ハーモニークラブ　☎080-1766-3127

　岡原校区には学童保育がありませんでしたが、保護者の方々の強い要望により、放課後の児童を安全に見
守り、地域の方々との交流を深める『学童教室・ハーモニークラブ』を立ち上げることになりました。岡原
の地に根付き、地域の交流の発信地となれるよう努力してまいりますので、温かく見守りくださいますよう、
宜しくお願いします。

『学童教室・ハーモニークラブ代表　　住田さとみ』
◆スタッフの紹介◇
　♪代表　住田さとみ（永岡）
　　　　　
　♪谷口智代美（人吉市）学童部門責任者　
　　　　　
　♪磯田ちず代（福留）【常勤】学童指導員
　　　　　38年間（うち学童保育２年経験）保育士として従事
　　　　　キャリアとバイタリティーは天下一品！！
♪その他、退職された教職員の方やボランティアの方々にサポートいただきながら楽しい学童教室をめざ
します。

◆内容◇
　子どもたちが授業をおえ『学童教室』に集まり、宿題をすませてから自由遊びを行います。また夏休み
などの長期の休みのときは、野外活動や工作・手芸なども予定しており、高齢者の方々との交流の時間も
設け、積極的に地域の方々との交流を図っていきます。

◆教室の場所◇
　　岡原保健センター（使用できないときは「もみじ館」を予定）

◆運営時間◇
　　月～金曜日　15：00～ 18：00（低学年の学校が終った時間から）
　　土曜日　8：00～ 12：00まで（第２・第４土曜日の午前中のみ）
　　夏休み等長期休暇の場合　8：00～ 18：00（お弁当を持ってきてください）

◆料金◇　年会費　１，６００円（スポーツ保険含む）
（単位：円）

月会費 通常月 ７月（夏休み前期含む） ８月（夏休み後期） ４月（春休み後期）
１年生～３年生 ５，０００ ６，０００ ７，０００ ６，０００
４年生～６年生 １，０００ ４，０００ ５，０００ ３，０００

（単位：円）

１日の利用額 通常月 ７月（夏休み前期含む） ８月（夏休み後期） ４月（春休み後期）
１年生～６年生 ５００ ６００ ７００ ６００
※ご利用いただく方は必ず「スポーツ保険」にご加入していただいてからのご利用となります。
◎入所受付は随時行っておりますので、お気軽にご連絡ください。

ハーモニークラブ（岡原学童クラブ）を開設
平成２１年４月よりスタート！

掲 載 枠：「広報あさぎり」紙面の最下段１枠（縦 48㍉×横 180㍉）
申込方法：財務広報班備え付けの広告掲載申込書に広告の版下を添えて、掲

載希望号の１ヶ月前までに提出。
申 込 先：総務課財務広報班　☎45-7211（直通）
掲載しない内容
●政治性若しくは宗教性のあるもの又は選挙関係のもの●意見広告又は名刺広告に類す
るもの風俗営業又はこれに類するもの●商品先物取引又は貸金業に類するもの●通信販
売又は訪問販売に類するもの●求人広告又はこれに類するもの●公序良俗に反するもの
●その他町長が適当でないと認めるもの

広告募集
このスペースに広告を掲載しませんか？

１枠１回15,000円
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平成２１年５月２１日から裁判員制度がスタートします
　裁判員制度とは、国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、

有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。 

　国民のみなさんが刑事裁判に参加することにより、裁判が身近で分かりやすいものとなり、司法の

信頼の向上につながることが期待されています。

☆誕生石 —　エメラルド、翡翠

☆星　座 —　牡牛座（4 月 20 日〜 5 月 20 日）双子座（5 月 21 日〜 6 月 21 日）

☆誕生花 —　カーネーション、スズラン、ショウブ

5　月　休　日　在　宅　当　番　医　（町のホームページでも検索できます）
期　日 上 球 磨 中 球 磨 その他地域 小 児 科

5 月 3 日 仁田畑クリニック
（多良木町）� ☎ 42-1123

増田耳鼻咽喉科クリニック
（あさぎり町）� ☎ 45-8001

堤病院附属九日町診療所小児科
（人吉市）� ☎ 22-2251

5 月 4 日 井 口 医 院
（多良木町）� ☎ 42-5570

岩井クリニック
（あさぎり町）� ☎ 49-2181

やまむら医院
（あさぎり町）� ☎ 45-0005

5 月 5 日 東　病　院
（あさぎり町）� ☎ 45-5711

犬童内科胃腸科医院
（あさぎり町）�� ☎ 45-1125

人吉総合病院小児科
（人吉市）� ☎ 22-2191

5 月 6 日 犬童耳鼻咽喉科
（多良木町）� ☎ 43-0777

高田内科医院
（錦町）�� ☎ 38-3677

たかはし小児科内科医院
（人吉市）� ☎ 24-2222

5 月 10日 桑 原 医 院
（あさぎり町）� ☎ 45-0205

田 中 医 院
（錦町）�� ☎ 38-0061

増田クリニック
（人吉市）� ☎ 22-3570

5 月 17日 古 城 病 院
（水上村）� ☎ 44-0321

深水内科医院
（錦町）� ☎ 38-3221

堤病院附属九日町診療所小児科
（人吉市）� ☎ 22-2251

5 月 24日 そのだ医院
（湯前町）� ☎ 43-2063

酒瀬川内科
（錦町）� ☎ 38-0050

公立多良木病院
（多良木町）� ☎ 42-2560

5 月 31日 宮 原 医 院
（多良木町）� ☎ 42-2082

増田耳鼻咽喉科クリニック
（あさぎり町）� ☎ 45-8001

緒 方 医 院
（相良村）��☎ 35-0131

たかはし小児科内科医院
（人吉市）� ☎ 24-2222

＊診療時間は午前９時から午後５時までとなります。なお、諸事情により変更の場合がありますので受診時は医療機関にご確認ください。

◎ 本 庁 舎
総務課・総務班 ☎ 45-1111
総務課・政策推進班 ☎ 45-1111
地域再生プロジェクトチーム ☎ 45-1111
総務課・財務広報班 ☎ 45-7211
税　　務　　課 ☎ 45-7212
町　　民　　課 ☎ 45-7213
会　　計　　課 ☎ 45-7224
教育委員会・学校教育班 ☎ 45-7226
教育委員会・社会教育班 ☎ 45-7227

（体育振興担当） ☎ 45-7228

◎東庁舎
環境整備課・建設班 ☎ 45-7221
環境整備課・水道班 ☎ 45-7222
環境整備課・下水道班 ☎ 45-7223
環境整備課・環境保全班 ☎ 45-7217
産業振興課・農業振興班 ☎ 45-7218
産業振興課・林業振興班 ☎ 45-7219
産業振興課・商工観光班 ☎ 45-7220
農業委員会 ☎ 45-7225

◎ 総合福祉センター
健康福祉課・福祉班 ☎ 45-7214
健康福祉課・高齢総合班 ☎ 45-7215
健康福祉課・地域包括支援センター
 ☎ 45-7231
健康福祉課・健康づくり班 ☎ 45-7216
 ☎ 45-5133
介護・障害認定審査会  
 ☎ 45-3920

◎各支所等
議会事務局 ☎ 47-0312
上支所 ☎ 47-0311
岡原支所 ☎ 45-2222
須恵支所 ☎ 45-1121
深田支所 ☎ 45-1133
健康福祉課・救護施設班 ☎ 45-6668
社会福祉協議会 ☎ 49-4505
学校給食センター ☎ 43-1733

( 土・日・祝祭日の支所への電話は、役場本庁舎へ転送されます）

皐
さつき

月５
M a y
月

交通事故の発生状況（1月1日から3月末日まで）

0
2
4
6
8
10
12
14
16
件数

多良木町 あさぎり町 湯前町 水上村

Ｈ20

Ｈ21

交通事故の発生状況（1月1日から3月末日まで）
3月にあさぎり町内で事故はありませんでした。交通安全に心がけましょう。

町村別事故発生状況管内の事故情勢

33 4

14

8

2 11
0

33

人身事故件数 死者数 負傷者数
平成 20 年 20 人 0 件 26 人
平成 21 年 15 人 1 件 18 人

前年比 - 5 人 + 1 件 - 8 人
前月比 + 4 人 + 0 件 + 4 人
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5 月 行 事 予 定 表
日 曜日 主　な　行　事　予　定　等 お問い合わせ先
1 金
2 土

3 日
憲法記念日
リサイクルの日（岡原） 環境整備課　環境保全班

4 月 みどりの日

5 火
こどもの日
人吉影絵劇サークル『まつぼっくり』公演：須恵文化ホール（13:30 ～開場） 教育委員会　社会教育班

6 水 振替休日

7 木
母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00 ～ 9:20 受付） 健康福祉課　健康づくり班
年金相談：多良木町役場9:00～15:00（9:00～11:30/13:00～14:30受付） 町民課
転倒予防深田OB教室：せきれい館（13:30 ～） 健康福祉課　健康づくり班

8 金
9 土
10 日 リサイクルの日（免田） 環境整備課　環境保全班

11 月

12 火
両親学級：免田保健センター（13:30 ～） 健康福祉課　健康づくり班
転倒予防須恵OB教室：須恵文化ホール（13:30 ～） 健康福祉課　健康づくり班

13 水
無料法律相談：せきれい館（13:00 ～ 16:00） 社会福祉協議会
転倒予防免田OB教室：総合福祉センター（13:30 ～） 健康福祉課　健康づくり班

14 木
15 金 思春期子育て相談：免田保健センター（14:00 ～ 18:00 受付　予約制） 健康福祉課　健康づくり班

16 土
17 日 リサイクルの日（上） 環境整備課　環境保全班

18 月
母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00 ～ 9:20 受付） 健康福祉課　健康づくり班
転倒予防岡原ＯＢ教室：岡原保健センター（13:30 ～） 健康福祉課　健康づくり班

19 火
転倒予防上ＯＢ教室：白寿荘（9:30 ～） 健康福祉課　健康づくり班
こころの健康相談：免田保健センター（10:00 ～ 15:00 予約制） 健康福祉課　健康づくり班

20 水 育児相談：免田保健センター（9:30 ～ 11:30） 健康福祉課　健康づくり班

21 木 年金相談：人吉総合病院9:00～15:00（9:00～11:30/13:00～14:30受付） 町民課

22 金 おたっしゃ健診：総合福祉センター（13:30 ～ 15:00） 町民課

23 土
24 日 リサイクルの日（須恵・深田） 環境整備課　環境保全班

25 月

保育料（5月分）口座振替日 健康福祉課　福祉班
介護保険料（5月分）口座振替日 健康福祉課　高齢総合班
町営住宅使用料（5月分）口座振替日 環境整備課　建設班
上下水道使用料（5月分）口座振替日 環境整備課　水道班
固定資産税（第1期）口座振替日 税務課
百太郎溝土地改良区費（前　期）口座振替日 税務課

26 火
27 水
28 木
29 金
30 土
31 日

※行事等は、変更になる場合があります。
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あさぎり温故知新あさぎり温故知新
　近年お問い合わせが多くなってきた『遠山
桜』。須恵松尾地区の遠山さん宅の茶畑に見
事な八重桜が咲き誇ります。ソメイヨシノと
違い、満開の時期も遅く花も長持ちしますの
で、この号が出る頃まで咲いていると思いま
す。満開の写真は昨年のもので、1 分咲きの
ものは今年の3月31日に撮影したものです。
　このような花や自然などの写真は町のホー
ムページに掲載し、移りゆく様子をお伝えし
ておりますので、ぜひ一度のぞいて見てくだ
さい。

○バレーコート 4面つくれる体育館

・・・ダースベーダーさん

○マクドナルドこないかなあ・・・免田西Ａさん

○光ファイバーをなるべく早く利用したい・・・上南Ｂさん

○新規で農業したい人（年齢に関係なく）に手厚い助成制度

・・・岡原南Ｃさん

○みずき園のいきなり団子。
　これがなかなかうまい・・・免田西Ｄさん
○まるぼし亭のちゃんぽん好きーーー

・・・須恵Ｅさん
○杉下商店の下のスナックで食べた蒸し鶏

・・・岡原北Ｆさん

　今回のなんか言わせてのテーマでは町営住宅とか映画館
とか、他にもいろんな意見がありました。取材に答えてい
ただいた方々、ありがとうございました。
　さて来月はもう 5 月。さわやかな新緑のイメージとは逆
に、春眠暁を覚えず、5月病などマイナスイメージも・・・。
そこで「なんか言わせて」の来月号のテーマは「ストレス
解消法」です。あなたは何をしてストレスを発散させます
か？町中で突然インタビューするかもしれませんが、その
時はよろしくお願いします。

古い写真、グルメ情報など大募集！！
メール、ハガキ、電話、ホームページなど、
応募方法はなんでもOK！
情報をお待ちしております。
　〒868-0408　あさぎり町免田東1199
　　あさぎり町役場　総務課　財務広報班
　　　　　　　　　☎　45-7211（直通）
　メールアドレス：
　　kouhou-soumu@town.asagiri.lg.jp

なんか言わせて
　今月のテーマ「町にあったらいいな。こんな施設、あんな制度」

あさぎりグルメ情報

旧旧 新新

あさぎり町の人口（４月１日現在）
総数：17,337（-121）人／世帯数：5,763（-23）戸／男：8,171（-56）人／女：9,166（-65）人

　桜の花もあっという間に満開になり、いよいよ
21 年度のスタートとなりました。4 月はなにかし
ら、新しい気持ちになりますね。我が家の娘もこ
の春 1 歳を迎えました。1 年間はあっという間で
したが、この 1 年の間に、娘は一人で立てるよう
になり、ご飯も手づかみで食べ、笑ったり泣いた
り、その成長の早さにはとても驚きます！私はこ
の 1 年で何か成長したかなぁ…と振り返ると、恥
ずかしながら何も出てきません…。子どもの成長
に負けないように、時間を大切に、無駄に過ごす
ことのないようにしたいと思った、今年の春でし
た。美

　今年度も引き続き広報担当をさせていただきま
す。お気づきのように、デザインが若干かわりま
した。見やすい広報誌づくりを心がけていきます
ので、よろしくお願いします。
　いよいよ定額給付金が支給されました。窓口に
いると「中学生の娘から定額給付金を催促されて
前払いしてきたー」などと話される方が結構い
らっしゃいます。子供たちの間でも話題になって
おり、知名度は抜群のようです。ぜひあさぎり町
内で使ってくださいね♪（真）

た。美た。美た。美




